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　　人口　84,283（前月比＋33） 　　世帯数　34,150(前月比＋50) (平成30年 2 月 1 日現在)
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も
「
元
気
」
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
、
今
の
自
分
が
興
味
の

あ
る
活
動
を
見
つ
け
る
手
助
け

を
し
ま
す
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心
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あ

る
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動
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す
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や
、
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自
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た
め
に

「
人
生
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き
手
帳
」作
成

　
「
人
生
い
き
い
き
手
帳
」
は
、
高
齢
者
の
健
康
意
識
や
介
護
予
防

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
な
が
ら
、
今
ま
で
の
生
活
の
振
り
返
り
だ

け
で
な
く
、
現
在
行
っ
て
い
る
こ
と
や
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ

と
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
の
活
動
を
高
め
、
地
域
社

会
な
ど
へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。

　

問
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域
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ケ
ア
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1
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。

ー
」な
ど
を
紹
介
し
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い
ま
す
。
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も
し
も
の
時
は

　

第
２
章
で
は
、
病
気
の
時
や

介
護
が
必
要
な
時
な
ど
の
場
面

で
、
も
し
も
の
時
は
ど
う
し
た

い
か
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
を

周
り
の
方
と
一
緒
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
過

ご
し
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

し
て
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

同
手
帳
の
配
布

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

が
対
象
で
す
。
介
護
予
防
事
業

の
教
室
な
ど
や
高
齢
介
護
課
、

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

昨
年
、
桜
美
林
大
学
と
共
同

で
行
っ
た
「
高
齢
者
の
生
活
と

健
康
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」

の
結
果
か
ら
、「
自
治
会
活
動
」

「
趣
味
の
会
な
ど
の
仲
間
う
ち

の
活
動｣｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
る
高
齢
者
が
、「
元
気
」
な

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
加
え
て
、
心
の
健
康
を

表
す
「
主
観
的
健
康
感
」
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
で
、「
生
活
の
満

足
度
」
も
上
が
り
、
気
持
ち
が

前
を
向
く
こ
と
に
よ
り
、
毎
日

を
い
き
い
き
と
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

主
観
的
健
康
感
は
、
毎
日
の
生

活
が
活
動
的
で
、
仲
間
が
い
る

こ
と
、
そ
し
て
誰
か
の
役
に
立

っ
て
い
る
こ
と
で
、
心
が
満
た

さ
れ
、
健
康
な
気
持
ち
で
生
活

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

同
手
帳
で
は
、
各
章
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
書
き
進
め
る
こ
と

で
、
自
分
の
思
い
を
整
理
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
章　

わ
た
し
の
こ
と

　

第
１
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら

医療介護連携推進事業講演会医療介護連携推進事業講演会
「住み慣れたところで「住み慣れたところで
暮らし続けるには」暮らし続けるには」

　３月23日(金)19時～20時30分、市
役所315会議室で医療介護連携推進
事業講演会「住み慣れたところで暮
らし続けるには」を開催します。「共
生」をテーマに、医療・介護が必要
になっても、元気な時から住み慣れ
た地域で暮らし続けることを目指す
ための講演です。講師は文教大学人
間科学部准教授の二宮雅也さん。市
内在住の方、医療・介護関係従事者
対象。定員80人（申込順)。申３月
２日から地域包括ケア推進課☎77・
1116。

同とととと究究究究」」」」
動
」ち

動
」ししししななななままままをををを満満満満満満満満が日と。生るるるる立立立立たたたた活活活活活

　今年11月１日に本市は、市制施行40周年を迎えます。
この市制施行40周年を記念するキャッチフレーズを市民
の皆さんから募集したところ、61作品の応募がありまし
た。１月に投票を実施した結果、星野美幸さん（吉岡東
在住）が応募した「自然と優しさあふれる街、綾瀬」に
決定しました。　　　　
　決定したキャッチフレーズは、市制施行40周年記念事
業に関する啓発物品や各種印刷物、市ホームページなど
に使用し、次の50周年に向けて歩み出す綾瀬市を積極的
にＰＲしていきます。
　問秘書広報課☎70・5648。

市制施行40周年記念キャッチフレーズ市制施行40周年記念キャッチフレーズ
「自然と優しさあふれる街、綾瀬」「自然と優しさあふれる街、綾瀬」


